
ラトビア共和国 駐日特命全権大使 ノルマンス・ペンケ閣下 

ご祝辞 

 

文京学院大学 工藤学長、保護者の方々、諸先生方、学生の皆さん、来賓の皆様方 

本日、文京学院大学の 2015 年度入学式にお招きいただきましたことを大変光栄に存じます。 

 

「教育は社会の魂である。なぜなら今の世代から次の世代に受け継がれていくものだから

である」という言葉があります。一回一回の授業、一人ひとりの人生、そして世代、今日

この会場にいる我々は皆、今の我々よりも大きなものを形作ることに貢献しているのです。 

 

今、大学に入学するということは、これからの数十年間の社会の性格を決定づける価値観

について学ぶということです。大学において、学生の皆さんは、自分が真に情熱を傾ける

べき物事を見つけ、社会に貢献するために必要な技能を学ぶでしょう。そしてそれはこの

日本をより良いものに発展させることでしょう。 

 

新入生の皆さんには、まず外国語を学ぶことを薦めたいと思います。なぜなら外国語は異

文化を理解し、識見を得るのに最適なツールであるからです。そして同時に、異文化に触

れることは、自分たちの文化や自分自身についてより多くを学ぶことにも繋がります。 

 

今日のグローバリゼーションと急速な技術発展は、世界中の国々や人々の繋がりを深め、

相互依存を促進していますが、同時に様々な課題をも生み出しています。 

 

したがいまして、もし皆様が世界中の様々な人々と交流したいと望むならば、日本と他国

の歴史について良く知っておかなければなりません。加えて、アジアや世界全体の社会・

経済の状況について理解することも必要です。このような知識は広範囲な読書によって得

られるものですが、それは大学での学びと不可分です。読書によってあなたは我々の間に

共通の人間性と共に我々との間の相違も認識する力を得ることでしょう。 

 

ウンベルト・エーコは「本は更なる思索を起こす機械である」と述べました。このインタ

ーネット時代においては、我々はこのような機械を多く持っています。今日の学生は、イ

ンターネット・YouTube において知の様々な側面に自由に触れることができます。現代に生

きる私達は、情報の洪水の只中にいます。善と悪、有益と無益、信頼できるものとそうで

ないもの、様々な情報が溢れかえっています。このため、批判的・客観的思考法が社会に

おける最も重要な資質となったのです。他人を惑わすために故意に作り上げられた幻想に

囲まれている我々にとって、表層を通り越して本質をとらえることが特に重要なのです。 

(裏面へ) 



ギリシアの哲学者ソクラテスは世界のあらゆることに疑問を持つことが最も優れた教育法

だと確信していました。物事を比較し、分析する術を学んで下さい。見たもの・聞いたも

の・読んだものについて、いかなる時も批判精神を忘れないようにして下さい。 

 

授業で出された課題に取り組む時は、物事の単なる記述に終わるのではなく、論点の良い

点・悪い点について比較検討してみましょう。考えつく限りの可能性について思考をめぐ

らしてみましょう。あなたの思索は既存のルールや教理に縛られる必要はないのです。勿

論、ルールは守らねばなりませんが、それらを超えて物事の可能性について考える姿勢を

学ぶことは重要です。 

 

我が母国ラトビアは、北海道とほぼ同じ程度の広さがありますが、人口は北海道の半数し

かおりません。ラトビアは古代から貿易の要衝にありますが、同時に様々な文化、言語や

宗教の通り道にも位置しています。このような位置にある人口 230 万人足らずの小国が、

どのようにして独立国家として繁栄してこられたのでしょうか？答えは簡単です。よりよ

い教育を希求し、祖先と母語の伝統を大切にしてきたからです。 

 

外国との教育・文化面での交流は、我々の外交政策にとって恐らくは最も重要な役割を果

たしており、諸外国との距離を縮める働きをしています。 

 

この 3 月、ラトビアが文京学院大学の「新・文明の旅」における訪問先のひとつに選ばれ

ましたことを非常に誇りに思います。このプログラムに参加した文京学院大学の学生は、

ヨーロッパの多様性と文化について大変多くのことを学んだことでしょう。 

 

ラトビア大学と文京学院大学との交流が長く続いていくことを祈っています。交流が進む

に連れて、お互いのことをより深く理解することになるからです。我々ラトビア人は、日

本人と同じく、自然や伝統に敬意を払います。また、勤勉であることを誇りとし、細部に

こだわるのです。 

 

教育は、未来へのパスポートです。なぜなら、未来とは、今から未来へ備える人の手の中

にあるものだからです。今日、大学に入学する皆さんは、人生の新しい扉を開き、新しい

チェレンジに向かうことになります。困難から逃げることなく、精一杯立ち向かって下さ

い。なぜなら困難に立ち向かうことによってのみ、人は本当の成功を勝ち取ることができ

るからです。 

 

ご清聴、誠に有難うございました。 


